
1 背景 
一般的にワークショップ（WS）では，参加者を数名
単位のグループに分け，それぞれのグループごとにア
イディアや発言を付箋紙に書き出して共有し，得られ
た付箋紙の集合を成果物として扱う．しかし，種々の
制約から，付箋紙には断片的なキーワードや多義的に
解釈可能な文字列が記載されており，実利用に供する
ためには成果物に至った議論の経緯や文脈が必要とさ
れることが少なくない．そこで，付箋紙が提示された
時点での発言者の意図や，議論が整理される過程での
解釈を知る必要が生じる．ところが，WSでは複数の参
加者の不定形の議論を通じて漸次意見が集約されてい
くことや，複数のグループが同時並行で活動していく
ことから，議論のプロセスを事後的に整理・把握する
ことは極めて高コストである.このことはWSに代表さ
れる社会対話を実社会で活用していく際の大きな障害
となっていると推測される． 
 

2 提案手法 
報告者らは上記の背景をふまえ，WSにおける付箋
の挙動に着目し，アイディアの書かれた付箋紙を配置
するテーブルの上方にカメラを設置し，そのカメラの
映像に基づいて付箋紙の動きを記録・追跡する「アイ
ディア活動追跡システム」を提案してきた１）２）３）．報
告者らは，付箋がWSにおける意見の表出であり，その
出現や移動を経時的に分析することで議論プロセスを
類推できると仮定している． 
提案するシステムではマトリクス型2次元コード４）

５）を付した付箋を用いる．コードにはカード固有の
IDが記録されている．従来のWSと同様に机上に付箋
を配置することで議論が進行されるが，その様子はビ
デオカメラで記録される（Fig.1）． 

Fig.1:システムの概念図 

得られた映像に映る全ての２次元コードの検出・認
識を行い，各付箋の出現時刻，各付箋の移動軌跡，付
箋間の距離にもとづくクラスタ情報等を取得できるこ
とを確認している．これによって事後に重要とされた
付箋がいつ誰によって提出されたのかを容易に知るこ
とができると同時に，確認すべきWSの該当箇所を特
定することができる． 
 

3 今後の展開 

報告者らは，提案システムを発展させることで，付
箋の挙動情報をもとに議論プロセスの特徴量を定義し，
事後的にWSを分析することを検討している．たとえ
ば，複数の付箋が同時に移動した場合には，議論のま
とめや論点の整理がなされた可能性が示唆される．移
動量が際立って大きい付箋では解釈の変更（創発）が
なされた可能性がある．今後，妥当な特徴量を定義す
るためには，WS 実践者による十分な数の実践が必要
である．そこで現在，実践者が自由に利用できるシス
テムとするべくUIの開発を行っている． 
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概要－   ワークショップにおける付箋の挙動に着目し，アイディアの書かれた付箋紙を配置するテ
ーブルの上方にカメラを設置し，そのカメラの映像に基づいて付箋紙の動きを記録・追跡する，「ア
イディア活動追跡システム」を提案する．本システムによって議論の振返りを容易にするとともに議
論プロセスを可視化・分析することが可能になる． 
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